
  

 

がんなどの病を抱えた患者さんやそのご家族が、最期まで安⼼して暮らすことの出来る場所。それ

が、医療の共同体＝Medical Village（メディカル ヴィレッジ）です。「１⼈の⼈間を癒すには１つ

の村が必要」「病気であっても病⼈ではない」「病気は単なる個性である」この３つを柱に、「⽇本 

メディカル ヴィレッジ 学会」は Medical Village 実現に向け「医療維新」の舵取りを⾏います。 

 

日 時 2016年９月 12日(月)   場 所 栃木青年会館 
13 : 30 ～ 16 : 00       アイリスホール 
（受付開始 13 : 00）        宇都宮市駒生 1-１-６ 

 

 

 

  第 1 部 
 
 
 
 

 第 2 部 
 
 

 
 第 3 部 
 
主 催  日本 メディカル ヴィレッジ 学会 
共 催  二宮尊徳記念宇都宮  がん哲学外来メディカルカフェ 
後 援  一般社団法人 がん哲学外来 ・ 下野新聞社 ・ 読売新聞宇都宮支局 ・  
     朝日新聞宇都宮総局 ・ 毎日新聞社宇都宮支局 ・ 産経新聞社宇都宮支社 
お問合わせ先  NPO 法人 市民後見人センターとちぎ ☎028-612-3175 

13:30∼14:20   基調講演 

「メディカル ヴィレッジ の幕開け」 
 講師：樋野興夫先⽣ 

 ・⽇本 メディカル ヴィレッジ 学会理事⻑ 
 ・⼀般社団法⼈ がん哲学外来 理事⻑ 
 ・順天堂⼤学医学部病理・腫瘍学教授、医学博⼠ 

14:25∼15:30   パネルディスカッション 

「メディカル ヴィレッジ 構想」 
コーディネーター 三国浩晃 さん  NPO 法⼈ ⼈⽣まるごと⽀援 
パネリスト 平林かおる 先⽣ 栃⽊県⽴がんセンター医師 

         まちなかメディカルカフェ in 宇都宮 代表 
   廣瀬芳⼦ さん  ケアマネジメント代表 

川上智之 さん  WADEWADE 訪問看護ステーション統括マネジャー 
奈良部三貴 さん NPO 法⼈ 市⺠後⾒⼈センターとちぎ 

 
15:30∼16:00   紙芝居 市⺠後⾒⼈センターとちぎ 

「⼀⼈暮らしのさくらばあちゃんの物語」 


